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（1）対象地域 

ISRIC（国際土壌照合情報センター）から集めた 88 の土壌表面サンプルを対象に RIP の計測および化

学的抽出を行った。 

 

（2）重要な図表 

Table.3 には、RIP と土壌の性質との間のピアソンの相関係数が示された。RIP は pH（水と KCl）、

CEC、シルトの割合、交換性の Ca と K、交換性陽イオンと高い相関が見られた（p＜0.001）。RIP は粘

土の割合と交換性 Mg とも相関が見られた（p＜0.05）。RIP と砂の割合の間には、有意な負の相関が見

られた。RIP と有機物含量との間には有意な相関は見られなかった。 

 

 

酸抽出画分の放射性セシウムの対数値と RIP の平方根の間には有意な直線関係が示され、相関係数は

R=-0.905 であった（Fig.4）。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本文献とは土壌の性質が異なるものの、137Cs と土壌の主要な化学的性質との間の重回帰分析は地域規

模では妥当な予測を与えている（Waegeneers et al., 1999）。本文献でそれぞれの土壌のパラメーターか

ら計測した相関係数の低さは、RIP と土壌分類との関連付けの難しさを示している（Table3）。また、粘

土や有機物のような土壌によって 137Cs の吸着をコントロールすることが実験的に分かっているパラメ

ーターが RIP と最も低い相関を示した。土壌の地理学的起源とその鉱物学は農地によって保持される Cs

をコントロールする重要な土壌の性質である。大きな空間規模を考慮する際には、一つの土壌グループ

や一つの地域をそれぞれのカテゴリーに外挿することに対して注意が必要である。 

直線回帰の結果（Fig.4）によると、RIP は以下の式によって予測されうる。 

RIP＝ (-31.701*log(AER)+58.886)2 

この経験式は RIP の計測をせずに RIP の予測ができ、土壌中の放射性セシウムの動態に関する合理的な

手助けが得られる。 

 

（2）流出挙動・経路 

該当なし。 

 

（3）除染の際の留意点 

該当なし。 

 

（4）担当者のコメント 

88 サンプルの中には日本だけでなくこれまでデータが乏しかった新興国の農地土壌も含まれ、様々な

土壌に対応した回帰式が得られている点で有用である。 


